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論文内容要旨
 口蓋裂の修復手術は発音・構語の改善を一つの目的として行うものであるが,近年その手術に
 より特に上顎の発育への抑制的影響が指摘されるようになり,引き続いて歯牙の咬合異常を来す
 ことが知られている。原則として生後1歳7カ月から2歳の間に粘膜・骨膜弁法を用いていわゆ
 るpush-back法による口蓋裂の手術を従来より踏襲してきたが,近年接着剤の一つと言われるフィ
 ブリン糊を露出した骨表面の粘膜・骨膜欠損部に充填してその表面を被覆する方法が臨床的に採
 用されるようになった。そしてフィブリン接着剤を使用した群では,不正咬合に対する矯正に際
 し歯列弓後幅径の拡大を必要としない症例が多く見られるようになってきた。
 そこでフィブリン接着剤被覆群男性9例,女性5例計14例と非被覆群男性14例,女性4例計
 18例について,4歳時の歯列矯正を開始する以前の頭部X線規格写真側面像正面像各計測点間
 のなす角度・距離を正確に計測し,また歯列の陽性モデルを作成し,骨格の発育に2群の間で差
 異があるか否かを検討した。
 また3週齢のWister系ラットを用いて口蓋の右半側の粘膜・骨膜を切除した後そのまま放置
 した群と同部にフィブリン接着剤を充填・被覆した群を作成して,その後の発育段階における口
 蓋の形状の石膏陽性モデルと10週齢での乾燥頭蓋骨についての2群間の差を比較し,また組織
 学的に術後,経時的に12日目までの間観察を行った。
 その結果,頭部X線規格写真側面像における各点のなす角度から有意の差をもって,フィブ
 リン接着剤を使用した群で特に上顎の発育抑制が減少していることが認められた。また正面像に
 おいても両側乳臼歯軸のなす角が有意の差をもって狭小化し,発育抑制が緩徐であることが認め
 られた。
 また動物実験においても臼歯正中縫合線間距離は,手術を加えなかったものに比べて成長が劣
 化し,その中でフィブリン接着剤で被覆した群はその抑制が減少していることが確認された。組
 織学的に観察すると初期において骨組織の露出していた部分には感染が成立しているのに対し,
 フィブリン接着剤で被覆した群では細胞浸潤などの感染を示唆する像は軽微であり,またフィブ
 リンを介して結合組織が早期に形成され,骨組織の修復も早くから見られ,骨組織の障害が軽度
 であることが観察された。
 以上の如く口蓋裂手術に際し骨組織に対する侵襲の影響を極力少なくする目的でフィブリン接
 着剤を粘膜・骨膜欠損部に充填して被覆する方法は極めて合目的的な治療法であり,口蓋裂修復
 手術の二次障害を最小限に止める方法として優れたものであることが確認された。
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 審査結果の要旨
 口蓋裂は唇裂と共に数多く見られる先天奇形であるが,その閉鎖を目的とした手術は発音・構
 語機能の改善に極めて有用である。しかしその骨組織に対する直接的な手術侵襲によって,上顎
 の発育に二次的な影響を及ぼし,歯牙の咬合異常をきたすことが注目されている。著者は形成外
 科領域においてこの種の多くの手術を手掛けてきた。従来から行われている粘膜・骨膜弁で欠損
 部を閉鎖する場合に,近年その露出した骨表面にフィブリンの凝固能力の極めて強いものを糊状
 とし,この接着剤を欠損部に充槙して表面を被覆する方法が採用されてきている。その臨床成績
 からの印象として,口蓋裂手術の後,二次的に必要とされる歯牙の不正咬合の矯正に際して,フィ
 プリン接着剤を使用した群ではその矯正が比較的容易である事が指摘されている。
 そこで著者は1歳7カ月から2歳の間に口蓋裂手術を施行した中で従来の方法によった18例
 とフィブリン接着剤で被覆した群14例について,歯列矯正開始以前の4歳時に頭部のレントゲ
 ンを撮影して各種の計測点を定め,精密に骨格の発育の差異を検討した。その結果骨組織に対す
 る手術侵襲の結果,発育を阻止していたと思われる自然経過に対し,フィブリン接着剤被覆群で
 は有意の差をもって上顎の発育阻止傾向が軽度になっていた。また下顎についてもその後退が軽
 度であることが認められた。また歯列弓について見てもフィブリン接着剤被覆群で相対的な発育
 抑制が緩められていた。
 このことをラットによる動物実験で確認するために,ラットの口蓋部の粘膜と骨膜を部分的に
 切除し放置した群とフィブリン接着剤で被覆した群を発育期の動物で作製してその後の発育状況
 を観察したところ,臨床例を裏付けるごとく口蓋の発育の阻止されていく状況が展開されている
 ことが認められた。
 また組織学的に検討すると,骨面が直接口腔内に露出している場合には軽度ながらも感染を併
 発しており,これに対してフィブリン接着剤被覆の例では骨組織への細菌感染が防御されている
 事が観察された。また推論としてフィブリン接着剤から置き換わる結合組織がその後の瘢痕によ
 る拘縮が軽度であり,上下顎および口蓋の骨組織の成長の抑制を軽減したものと考えられた。
 以上の如く本論文は口蓋裂奇形の修復手術に伴う二次的な骨組織の障害を極力防止するための
 新しい臨床手法を開拓したもので,またその裏付けとなる動物実験を組み込んでその理論を証明
 した点で十分学位論文に相当するものと考えられる。
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